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研究ノート
「橋浦泰雄関係文書」について（統）
はじめに
最晩年の橋浦泰雄は、自らの民俗学に対
する貢献について、組織の育成という点、を
第一に挙げている 1）。
平素から虚飾を嫌い、質朴であることを
身上とした橋浦だが、この時、齢九Oを過
ぎてはっきり自身を民俗学史上に位置付け
ようとしている。一九五O年九月、日本民
俗学会第二四年会に於いて橋浦は柳田国男、
折口信夫と並んで、、同学会名誉会員に推薦
されている。その理由は学術の面よりも、
むしろ戦時下の困難な時期、 r民間伝承』
編集長として地方郷土史家と緊密な連絡を
取り合った組織作りの努力への評価が主で
あったと見る方が適切である。
一昨年夏以来、筆者が整理中の「橋浦泰
雄関係文書J （以下、「文書」と略記）の中
にも、橋浦が関わった様々な組織について
の史料が散見される。戦後、橋浦は自伝
「五麿録」執筆上のこともあって、これら
史料の一部を分類してタイトルを付し、引
用しやすい配列にまとめようとしていた。
前稿に記した通り、継続中の「文書」整理
は、ほぽ史料の形態（橋浦直筆のもの、
籍＠雑誌、書簡類、パンフレツト＠ビラ類、
ポスター）に沿って行っている 2）。そうし
た基準で作業を行う際に生じる重要な問題
のひとつは整理の途上で、しばしば橋浦自
身が史料の形状を問わずに設けた独自の分
類にぶつかることだ、った。
この当事者自身による分類項目は、多く
鶴見太郎
が「組織J にかかわるものである。それも、
単に長い期間にわたって続いた組織の史料
だけではなく、単発的に関係者が集まった
会合の記録も含まれる。パンフレツトから
芳名帖に到るまで、縞羅的に収集され、「
一一一関係jと銘打つた紙箱、もしくは大
型封筒に保存されている。現段階の方針と
しては、当人の初発の目的を生かすべく、
史料の形態とは別個に例外として、新しい
ファイノレをf乍ることにしている。
既設の分類をそのまま保存するとして、
橋浦の分類から漏れている組織関係の資料
が、幾つかある。これらのほとんどは、大
正＠昭和戦前期に於ける小さな計画のもの
が多い。橋浦自身がまとめるに値しない、
と判断したためもあるだろう。しかしそれ
以上に、分類されなかった理由は組織自体
が計画の段階で失敗、あるいは実現しても
短期のうちに破綻した結果、活動そのもの
に継続性がなかった点であろう。ひるがえ
って見れば、橋浦が分類した組織関係の項
自は民俗学、生活協同組合など、長期にわ
たって続いたもの、そして活動自体が成功
したものである。
戦後、橋浦が屈顧録である『五塵録』を
綴るにあたって、幾つかの失敗した組織は
資料として切り捨てられることとなった。
しかし、こうした当事者によって片隅に追
いやられた計画＠組織もまた、まぎれもな
く同時代の橋浦泰雄を映し出していたし、
組織作りの手腕を練成するための下地とな
っていたはずである。
以下に記すのは、組織家として橋浦が辿
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った行程を彼が関わった組織の中で、特に
未公刊と考えられる史料から素描するもの
である。大正末の消費組合運動、あるいは
戦中の民俗学の組織者として既に評価が定
まりつつある橋浦であるが、本稿では民俗
学、消費組合の周縁に位置づけられてきた
組織に重点、を置く。橋浦自身によって捨象
された史料も、その幾つかを組み込むこと
で、組織者としての彼の全体像を掴む一助
としたい。
郷里の同人誌から
「水脈文護禽清規良IJ
青年期の橋浦は郷皇の鳥取で、
r水脈』等、同好の士といくつかの間人誌
を作っている。これらは鳥取近代文壇史上
のー画期を築いたものとして位置づけられ
ている。
「文書」の中には当時の橋浦の雑記帖が
数多く残されているが、その中に「水脈文
一九一－ ..一一以降夜素烏J と表
紙に書かれた控え帖がある（夜素烏は当時、
橋浦が使っていた筆名）。水脈文欝曾は橋
浦の命名によるもので、『回覧』を発行し
ていた白日社を改めたものである。巻末に
「同人、曾友」欄があり、井上星蔭（
喬ニ）、野村千茅（愛正）、吉村撫骨等の名
前と連絡先が並んでいる。既に上京してい
る井上を除くと、この時点で未だ同人は鳥
取を拠点、としている。
同人の周辺を知るもうひとつの重要な史
料として、「水脈原稿会清規J と
きのある簡易装丁の原稿束である。橋浦が
編集兼発行人だったことから、「文書J に
残ったものと推測される。原稿後半は橋浦
自身が同誌への投稿用に書いた「風邪薬」
と題する戯曲であるが、最初の数頁は手書
きの「水脈文塾舎清会」の素案である。実
際に印刷された「清規J は本文の中に挟ま
れであるが、そこに到るまでの添削の過程、
例えば誌名は当初、 r水脈文護」を予定し
ていたこと、「清規」第一条「水脈文嚢舎
は自由尊重の趣旨のもとに、専ら新しき文
警の研究に努力す」とあるうち、「自由尊
重の趣旨のもとに」が後になって加筆され
たことなどが、これから判明する。
「文書J所収の私信から見ると、これら
同人と橋浦は戦時期を含めて長い交流を続
けている。特徴的なのは白井喬二、野村愛
正ら後年、作家として一家をなし、東京で
生活した者と、そのまま鳥取に留まり地方
文壇を支えた者と、双方にわたってd恒常的
に文通がある点である。例えば私信の量が
も多いのが後者に属する吉村撫骨の八二
通、次が白井喬二の五二通である 3）。
郷里での同人誌は組織家としての橋浦が
も早く手掛けた事業といってよい。その
初発の人脈を橋浦は、その後の運動の合聞
を縫って、保ったのである。
二。上京後の活動
ここでは、運動組織として捗々しくいか
なかった結果、史料的に「文書J の中から
「散逸」し、全体像が摺めないものを紹介
する。戦後の橋浦が分類に値しないと判断
したものがこれにあたる。
大正に入って、 r水脈文雲曾」同人は
次々に上京する。橋浦もまた一九一四年、
坂田家への養子縁組を機に上京し、以後、
短期の帰郷を除いて東京に根をおろす。上
京後の橋浦は有島武郎と交流する一方、在
京の鳥取出身者とともに二一年、文芸誌
r壊人』を刊行する。同誌は小牧近江、ら
在京の秋田県人によって創刊された F種蒔
く人』が有島や秋田雨雀など既成作家へも
を開放し、寄稿を募ったことに対し、
あくまで構成を鳥取出身者でかためること
に拘ったことでしばしば対比される。また、
過激な同時代文壇画壇への批判を目的とし
たことでも知られる。さきの r種蒔く人』
の編集方針に対しでも、「さもしい態疫」
との痛罵を浴び、せたが4）、四号を発行した
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ところで資金難から二二年一月、終刊する
に到る。
「高取無産臆人禽」
一九二0年代、橋浦もまた高揚する社会
主義運動へ挺身していく。第二、第三田メ
デーで検挙拘束されたのを皮切りに、以
後、プロレタリア文化運動に積極的に関わ
っていく。注目すべきことに、これら運動
史上既知となっている諸事件と並行して、
橋浦はいくつかの小規模な政治組織を結成
している。その中のひとつに、一九二七年
前後に活動した「鳥取無産勝人禽J がある。
現在残されているのは、同年一月の日付が
ある同会の「改正規約文J でありその一部
を以下に掲げる。
我々が無産勝人曾という団体を組織せ
んとする予望は勿論この郷土的団結力の
輩固さにあるのですが、しかし去ふまで
もなく、地方主義的偏見を棄てこそすれ
決してこれを基礎とするものではありま
せん。何故なら我々は既に無産階級的意
識に自醒めてゐるのであって、懸人舎を
組織する所以のものは、現在の混沌たる
階級戦線に立って聯かなりとも団結力の
望者機を強めんがためにこの郷土的朋党心
を善用せんとするのみだからであります。
〔後略〕 5)
発起人として文末に名を連ねているのは、
橋浦泰雄、実弟で第一次共産党創立メンバ
ーの一人である橋浦時雄、そして『壊人J
に参加した涌島義博、村上吉蔵である。会
の諸事業は講演会＠演説会の開催、機関雑
誌の発行を掲げているが、実現したかは疑
わしい。
前年十一月、自身が美術部長を務めてい
た日本プロレタリア文芸聯盟が日本プロレ
タリア芸術聯盟（プロ芸）に改称し、橋浦
は中央委員長に就任しているが、それと
なる形でこうした郷里とのネット＠ワーク
を保った運動を試みていたのである。改正
前の「規約文J がどのようなものだったか、
γ文書」から失われたため、判断は保留す
る必要があるが、少なくとも改正を経た同
史料に於いて、「鳥取無産懸人曾J をプロ
レタリア文化運動と連動させる文言は見い
だせない。橋浦の中で ri購入曾」とプロレ
タリア文化運動と区別されていた。運動家
としての橋浦が郷里の知己達にどのような
スタンスをとっていたのか、その傍証とも
いえる。また、それは橋浦が戦前戦中を関
わず郷土の人脈を維持した最たる要因のひ
とつであろう。
「野方町政研究会」
「鳥取無産懸人曾J の活動がほぼ、終息
したと見られる一九二九年六月、橋浦は新
たに「野方町政研究会J なる団体を計画し
ている。当時、橋浦は現中野区内の野方下
沼袋に居を構え、前年設立されたナップ
（全日本無産欝術聯盟）中央委員長に選出
されていた。
「文書」所収の史料としては、「（草案）
野方町政研究曾規約J、および創立趣意書
に相当する「（草案）野方無産町民諸君に
訴ふ 野方町政研究舎創立趣旨J の二点が
ある。「規約」の主だった部分を抜粋する
（〔 〕は橋浦によって書き加えられた箇
所）。
第二条本会は野方の町政を、無産町民
大衆の利害に立脚して調査研究し、その
町政知識を普及し、大衆的協力の下にそ
の要求を町政に反映せしむるを目的とす。
第三条本会は野方町の現住者を以って
会員とす。〔但し職業年齢の如何を聞は
ず〕
第四条本会は目的達成のための事業を
行ふ
（一）講演会、演説会 （二）調査研
りh
プし
（三）調査資料の編纂刊行6)
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予定されている活動内容は、「鳥取無産
勝人舎J と重複するところが多い。従事し
ていたプロレタリア文化運動との聞に線を
引いた点も同様である。その一方で r趣
旨J の冒頭の文言に γ我々は今日、所謂普
通選挙の最初の町会議員選挙を終わりまし
た。其の結果は我々無産町民の期待が甚だ
しく裏切られしを遺憾とするものでありま
すJ 見るように、この時、橋浦は明らかに
運動の範囲を自ら生活する地域に絞ってい
る。二七年にやはり中野に於いて、橋浦が
中心となって設立した消費組合西郊共働社
（のち城西消費組合）との親近性を読み取
ることもできる。
γ鳥取無産勝人曾」から「野方町政研究
会」に到る道のりは、挫折の経験を含みな
がらも、それまでの郷輩間の交流から次第
に実行可能な領域を見いだしていった過程
でもあった。
ー プロレタリア文化運動
「議案綴」
橋浦が関与した運動の内で、その中心を
担ったのが一九二0年代後半のナップ、三
0年代初めのコップ（日本プロレタリア文
化聯盟）である。無論、組織の中枢を伝え
る史料は、この時期の日記が皆無であるこ
とから分かるように、 F戦旗』など若干の
機関誌を除くと、残された同時代の史料は
少ない。
r文書」中わずかに当該事項を伝えるの
が、「議案綴J と墨書された表紙に綴じら
れたナップ創立大会報告書、ナルプ（日本
プロレタリア作家同盟）創立大会の報告議
案、そしてプロ芸（日本プロレタリア欝術
聯盟）の第一回全国大会プログラムである。
社会主義運動史の上でも貴重な史料といっ
てよい。特にここでは一九二八年四月二九
日の日付を持つナップ創立大会の報告書の
一部を紹介する。
開曾（午前十一時）
一、司会者挨拶（司会者仮中央委員長
橋浦泰雄）
一、議長及副議長選出（司会者一任）
議長谷一（東京） 副議長仁木二
郎（東京）〔中略〕
一、運動方針 日本に於ける無産者芸術
運動の現勢と全日本無産者芸術聯盟の
任務（仮常任中野重治）
質問なし
討論運動を組織的統ーにしなければ
ならぬこと
聯盟内に傾向を同じくするグル
ープの結成を許さぬこと
他国体に無統制に加入すること
を禁ずる
採択原案可決〔以下略〕 7)
周知のように同年の「三＠一－品五J 事件に
よって、日本プロレタリア文化運動は大打
撃を受け、それまで互いに皮自しあってい
た団体、前芸（前衛芸術家同盟）とプロ芸
を大問団結させることとなった。
この年の一月から橋浦は、柳田国男とと
もに五島列島に赴いて民俗採集を行ってい
た。「三＠一五」事件が起こった時も、同
地に滞在中であり、帰途に立ち寄った長崎
で大検挙の報を接した。帰京後、橋浦は谷
一（太田慶太郎）から、両国体が合同する
にあたって、双方を調停する意味で暫定的
に中央委員長に就任してほしいとの要請を
受ける。理論的にマルクス主義に精通して
いないことを理由に一旦は断ろうとしたと
ころ、その心配は不要で、実務は他に任せて
いいとの言葉があり、ようやく引き受ける
に到った 8）。
先述したように橋浦は二六年以降、一時
は中央委員長を務めるなど、プロ芸の運動
に深くかかわっており、「三＠一五」事件
に於いても、当然検挙されて不思議ではな
かった。しかし、たまたま民俗調査のため、
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柳田と辺地にあったことから、この時、検
挙を免れることとなったのである。
政治運動と民俗学の組織活動の峻別に細
心の注意を払った橋浦は、戦後も往時を回
顧する際、本来極めて緊張に満ちたはずの
行程を、事実のみ直裁に叙述するにとどめ
ることが多かった。しかしこの「三＠一
五J事件からナップ成立に到るくだりは、
民俗学に政治運動の累を及ぽさないことを
心掛けた橋浦の人柄ならではのものといっ
ていい。こうした経緯を踏まえる時、一編
の経過報告に過ぎないナップ創立大会報告
書も、精彩を放ってくるのである。
ナップの運営が軌道に乗ったこ九年、橋
浦は委員長の任を退き、傘下の日本プロレ
タリア美術家同盟（ARのちPP）の中央
委員となる。三一年にはコップの創立にも
参加しているが、三四年の解散決議までほ
とんど活動の場をPPとした。
コップに再編されて以降のプロレタリア
文化運動は、以前にもましてコミンテルン
の指導に基づく強い上からの統制を組織方
針としたことで、次第にナップ期の柔軟性
を失い、それが解体を早める要因となった。
こうした行程は後年、政治運動から離脱し、
民俗学の組織化に乗り出した時の橋浦にも
少なからず影響を与えたと見られる。
一九三五年七月末から八月初めにかけて
柳田国男の還磨を記念して行われた γ日本
民俗学講習会」が予想以上の成功をおさめ、
その場で全国規模での民俗学組織設立の提
案がなされた際、橋浦は既に各地方で自
的に活動している郷土研究会の蓄積を重視
し、中央からの強い指導を抑えた組織方針
を主張した。結局この時の橋浦の提案が、
その後の「民間伝承の会J の基調となるわ
けだが、前年のPP、およびコップの壊滅
を目の当たりにした者の言葉として見た時、
重みを増す。
四＠周囲の援助
本節では必ずしもまとまったものではな
いが、極めて長期にわたって橋浦を支えた
運動と組織を取り上げる。この運動の特徴
は、日本画家としての橋浦を積極的に評価
し、絵画の購入を呼びかけた点で、むしろ
周囲から橋浦を援助したと位置づけられる。
そもそも橋浦の絵画を買うことは、大正
中頃から個人の間で、時折行われていた。
鳥取から上京して間もない頃の尾崎翠もま
た、購入希望の葉書を橋浦宛で寄せている
し、ず、っとくだって一九三六年にも、石田
英一郎が新居の壁に絵が欲しいと、特に橋
浦の絵を所望している 9）。これとは別に二
0年代後半から、系統だって橋浦の絵を買
う運動が起こってくる。
r絵顕頒布会J
もともとこの分類は、「頒布会J と表書
きされた大型の封筒に収められていたO 内
容は頒布会用のピラ、覚書のための手帖で
ある。必ずしも網羅的に集められたもので
はなく、「文書」の整理をすすめるうちに、
次々別の場所からも同種のビラが発見され
た。ひとつの頒布会につき、何百枚ものビ
ラが廻ることを考えれば、保存するのは一
種類だけでよいのは当然であるが、この紙
籍に収められたものの多くは、購入者の名
前と支払った金額が逐一、橋浦によって書
き付けてあり、一種の帳簿として保存され
た可能性が高い。
組織への関与するしないを関わず、少な
くとも大正末以降の橋浦は、金銭について
非常に潔癖かつ九帳面だ、った。三0年代柳
田の主導で γ全国山村＠海村生活調査j が
行われるが、その時の採集手帖にも、余白
には調査費の使い道が事細かに記載されて
いる。時局を間わず、周囲から橋浦に信頼
が寄せられた理由の一端もここにあったと
いってよい。
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管見の限り組織的に行われた最も初期の
頒布会は、秋田雨雀、白井喬二、柳田国男
等を発起人として行われた一九二八年五月
のものである。発起人含む約五O名の人物
がこれに応じ、二00点以上の色紙が購入
された。
翌年五月には信州松本の知己を中心に松
本で作品展覧会が開催された折、「橋浦泰
雄君画曾J も行われており、「趣意書J に
は柳田の実弟で日本画家の松岡映丘による
橋浦絵画への評も記載されており、「正式
に繕を皐ばなかった矯繭面に多くの無駄が
ある、が併し正式に繕を翠んだ者では出来
ない自由で、大騰な面白い所があるJ 10) 
とある。これに先立つ数年間、橋浦は足し
げく信州を訪れ、同地の道祖神を取材した
ほか、胡桃沢勘内ら地元の郷土史家と交流
し、地方に於ける柳田民俗学の地歩を固め
る役目を果たしていた。この後も、松本で
は三一年七月、三四年五月にそれぞれ地元
主催で頒布会が催されている。
次いで翌三O年六月一日から三日にかけ
て、郷里の鳥取で「橋浦泰雄作品頒布曾J
と同作品展覧会が開かれている。発起人は
この時点、で常連になっている秋田、白井、
柳田のほか、新たに野村愛正、さらに鳥取
から数名が加わっている。
頒布会が頻繁に行われた一九二0年代後
半から三0年代初頭までの数年間は、ちょ
うど橋浦がナップに最も深く関わった時期
に符合する。その意味で、橋浦 e主催者の
双方にとって慎重を要する事業であった筈
であるが、明らかに両者の間にはそれまで
の蓄積による信頼関係が成立していたO 展
覧会＠頒布会が開かれたのが鳥取、信州、！と
いう、在住者の方も橋浦をよく知る地域だ
ったのがその傍証である。
小括
一一一「橋浦さんをねぎらう会J一一
組織者としての橋浦に明確な独自の組織
論があったかは疑わしい。また、運動組織
をめぐって幾つかの挫折も体験した。だが、
コップの解体を経た後の「民間伝承の会J
の設立場面に見るように、組織上の挫折の
体験は、橋浦の場合、新しい運動組織を作
る際、その実現に向けての射程を見いだす
ため、十分に生かされた。
また、橋浦にとって組織とは、理論とは
別個に、そこで活動する人物そのものとの
交流が重要な部分を占めた。このことは運
動自体が終息しでも、その過程で培った信
頼関係に基づく人的交流を残すこととなっ
た。
多くの意味に於いて一九六九年四月二O
日に行われた「橋浦さんをねぎらう会」は、
橋浦が関与した組織と人脈を戦後から備撤
する材料を提供してくれる。六四年から約
二年間、橋浦は和歌山県東牟婁郡太地町に
住み、捕鯨史に関する調査を行っていたが、
その集大成ともいうべき f熊野太地浦捕鯨
史』（平凡社）が刊行され、開会はその出
版を記念したものであった。
膨大な私信の中で、この会に関するもの
は別途に束ねられており、芳名帖がわりの
出需者名簿が添えられている11)。出席者の
八九名は便宜上、民俗学、美術、生協、編
出版（太地町史関係）、国際友好、同郷、
友人の七つの関係に分けられているが、各
項目から主だった人物を挙げると、『水
脈』時代からの白井喬二にはじまり、比嘉
春潮、間正雄ら二0年代から柳田の縁によ
る知己、ナップ期の盟友松山文雄、細田民
樹、さらには袴田里見と、橋浦が従事した
ほとんどの運動組織の面々が並んでいる。
各々が依って立つ京国哉によって、多少の
違いはあろうが、ここに集った人々は組織
者としての橋浦を文字通り「ねぎらう」た
め、ここに出席したのであった。
「文書」の整理を補助してくれた本学臨
床心理学科四回生の立石尚史君、山本真
輝君に謝意を評する。
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1）一九七九年五月ニO呂、鳥取民俗学会での講
演（録音テー プ）。
2）把稿「「橋浦泰雄関係文書J についてJ （『人
間・文化・心（京都文教大学人間学部研究報
告』第1集一九九八） 210-213頁。
3）「文書」所収の全私信（個人からのもの）の
うち最も量が多いのが足助素ーの－o一通。次
いで吉村である。
4）橋浦泰雄『五塵録』（蒼樹社一九八二年）
二四七頁。
5）「鳥取無産勝人曾改正規約文」（謄写版）
6）「（草案）野方町政研究曾創立趣旨」（謄写
版）
7)「全日本無産者欝術聯盟創立大曾報告書」一
一四夏。翌二九年 r戦旗』二月号に抄録。
8）橋浦泰雄「ナップ初期のころ」（『文化評論』
一九六八年五月）一五一頁。
9）一九一六年五月一四日付、尾崎翠から橋浦泰
雄宛書簡。一九三六年一O月二O日付、石田英
一郎から橋浦泰雄宛書簡。
10）「橋浦泰雄君画曾趣意書」 二頁。
11）「橋浦さんをねぎらう会出席者名簿（敬称
略）」。このうち袴田里見は手書き。このほかに
当日欠席して祝いの言葉を寄せた人物のリスト
がある。「鳥取無産懸人曾」の計画に、共に名
を連ねた橋浦時雄はこの年の二月一O日に、涌
島義博は六O年にそれぞれ病没している。
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ABSTRACT 
On Hashiura Y asuo' s Documents (II) 
Taro TSURUMI 
Not a few members of Y anagita Kunio’s folklore group were at one time leftists 
or members of the Communist Party. The limits established by the Peace Preservation 
Law in 1925 and the abolition of the Communist Party forced many leftists to abandon 
or give up their political ideologies (The phenomenon called Tenko). In spite of these 
circumstances, Hashiura Yasuo, who was a Communist member as well as a leader of 
the proletarian cultural movement in the 1920’s, did not abandon his belief, but instead 
joined the Yanagita’s folklore group and demonstrated his ability to organize Minkan 
DenshδNo Kai (the Folklore Association). An investigation of his documents reveals 
that the academic circles under his leadership were mainly composed of colleagues of 
a literary coterie magazine in his younger days, his hometowners and members of a 
livelihood cooperative association movement from the 1930’s. His connection to the 
folklore movement proved to have served only as a secondary basis for his academic 
circles. 
